
主目的 6 23 3

副目的 ○

款 項 目 大 中

実施計画対象

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

地域住民の安全性や利便性の向上を考慮し、築造年数が経過した橋りょうや幅員が狭小な

橋りょうについて改良及び新設により安全で快適な交通環境の形成を図る。

内容

（手段）
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・道路拡幅計画に併せて橋りょうの新設、拡幅工事や、歩道設置事業に併せて人道橋の新

設等を年に１橋程度行っていて、その工事の設計・積算・工事管理

◆２６年度実施内容

・人道橋の新設のための工事

・一級河川改修に併せた橋りょう改築のための工事委託（愛知県）

◆２６年度直接経費の内訳

【委託業務内容】

　測量設計委託［惣門4号人道橋、後川人道橋］（委託料：4,860千円）

　橋りょう改築工事委託［原川1号橋］（委託料：9,954千円）

【工事の内容】

　橋りょう新設改良工事　［後川人道橋］（工事請負費：1,285千円）

【用地買収】
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【用地買収】

　（用地購入費：0千円）（物件補償費：0千円）

◆２７年度直接経費の内訳

【委託業務内容】

　測量設計委託［宮前橋、金井戸1号橋、無名橋(野口惣門1号橋)］

　　（委託料：18,500千円）

【工事の内容】

　橋りょう新設改良工事　［金井戸1号橋、無名橋(北外山小木線)］

　　（工事請負費：10,000千円）

【用地買収】

　用地買収  ［無名橋(野口惣門1号橋)］

　　（用地購入費：5,000千円）（物件補償費：0千円）
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事業の

達成状況

河川改修整備に伴って、幅員が狭小な橋りょうを道路計画に基づき改良及び新設を

行っており、また地元住民の利便性向上及び緊急避難機能を兼ね備えた人道橋の新

設を行うなど、地元要望等により橋りょう整備を実施した。
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題等が挙げられる箇所となれば事業実施の遅れが懸念される。
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工事申請について地元区長より申請理由の詳細を確認するとともに、必要性・効果等

の検証を行ったうえで、優先度の高い申請より事業化を進めていく。

安全で快適な交通環境の形成を図るための手段として、当該事業を実施している。廃

止すれば地元住民をはじめとする歩行者等の安全性や利便性の向上が図れなくな

る。
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